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独自開発の寿司ロボット製造・販売で北米市場を席巻しているオーテックの田中上千社長は、
飲食店経営の課題の一つ、人材不足を解決する方法として同社の寿司ロボット導入を提案する。
「人材不足の波は飲食業界にも確実に押し寄せています。人件費の高騰で、どの飲食店も必要
な人材を確保できないのです。疲れ知らずで均一な仕事をするロボットには、市場からの熱い
視線が集まっていると感じています」。時代の流れを察知した代理店からの問い合わせも増え、
今年は直販を辞めて代理店を通した流通経路に一本化した。「ロボット導入によって職人の教育
や人権費高騰、人材不足といった問題から解
放されます。これはロボットが職人の仕事を奪
うということではなく、人間は人間にしかでき
ない新メニューの開拓や、丁寧な下ごしらえと
いった分野により時間をかけられるということ
なのです。今後もこの人材不足のトレンドは続
いていくと思いますので、市場の声に耳を傾
けて、我々ができることを一つずつやっていき
たいと考えています」。


